
平成29年度 新規事業候補箇所説明資料
【高規格幹線道路】

資料 ２

①一般国道13号（東北中央自動車道） 真室川雄勝道路

②一般国道９号（山陰自動車道） 北条道路

③一般国道56号（四国横断自動車道） 佐賀大方道路
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7国道13号沿線の
最大積雪深（cm）
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特別豪雪地帯

豪雪地帯

図１ 広域図

秋田県 岩手県

山形県 宮城県

真室川雄勝道路

図２ 事業位置図

・起 終 点：山形県最上郡真室川町大字及位

～秋田県湯沢市上院内

やまがた もがみ まむろがわ のぞき

・延 長 等：７．２ｋｍ
（第1種第3級、2車線、設計速度80km/h）
・全体事業費：約２４７億円

・計画交通量：約６，２００台／日

一般国道１３号 （東北中央自動車道） 真室川雄勝道路に係る新規事業採択時評価

乗用車 小型貨物 普通貨物

約2,400台/日 約600台/日 約3,200台/日

あきた ゆざわ かみいんない

・当地域は、全域が特別豪雪地帯に指定される東北有数の豪雪地帯。【図３】

・当区間は東北管内で112号月山に次ぎ、雪崩・落雪予防作業※ の交通規制等を実施して
おり、移動時間の遅れやバラツキが発生。（平均 年間52回、延べ158時間発生）
【写真１】【図４】【図５】

・また、当該路線は、県境を跨いだ通勤・買い物等や両県間を行き来する産業等、両県の社会
経済活動を支える路線であるが、雪崩等による通行止め発生時は、迂回路が周辺にないた
め、広域迂回を強いられ、地域への影響が非常に大きい。【東北管内１位の迂回率】

２．課題

１．事業概要

・不定期に頻発する雪崩・落雪予防作業による交通機能低下などの課題が山積する豪雪地域において、雪に強いネットワークを構築。
・信頼性の高い道路ネットワークが延伸されることで、速達性や定時性が確保され、地域連携強化による周遊観光を支援。

①積雪期の著しい交通機能の低下

図３ 豪雪地域の湯沢市

図８ 整備による時間短縮及び広域迂回解消
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②冬期の周遊観光に不可欠な高速道路ネットワーク

３．整備効果
効果１ 積雪期の交通機能の改善 ［◎］
・速達性、定時性の確保、広域迂回の解消により、冬期の走行
環境が改善され、山形県，秋田県間の生活・産業を支援。

効果２ 地域連携強化による冬期周遊観光を支援 ［◎］
開通済み
事業中
未事業化
直轄国道
補助国道

【インバウンド観光の推進】
・ 外国人延べ宿泊者数 H31目標 10万人泊（秋田県）
・ 外国人延べ宿泊者数 H31目標 18万人泊（山形県）

図７ チャーター便利用観光ルート例

出典：H23～H27国道事務所資料

45 ■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

１．６
（１．４）

７．２%
（６．２%）

６９１億円※2

（２０２億円※2）
１，１０１億円※2

（２８５億円※2）
注）上段の値は新庄IC～横手JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H28年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

［横手のかまくら］

出典：横手市HP

最上川

山形

高速道路

一般道（R47）

［犬っこまつり］

出典：湯沢市HP

［銀山温泉］

出典：やまがたへの旅

一般道(R13)

チャーター便

出典：戸沢村HP

［最上川舟下り］

銀山温泉

湯沢

仙台空港

・舟下りが終わり、お客様から周辺の観光
地を聞かれ、隣の秋田県を紹介する際に、
道路の移動時間が掛かることを説明する
と、行くのはやめようとなってしまう。

［最上舟下り業者］
・冬は積雪が多く、新庄湯沢間は通りたくな
いため、ツアーを組みにくい。安全に走れるよ
うになれば、新たな商品を用意したい。

［秋田県内旅行業者］図６ 冬期の外国人観光客

出典：観光庁（外国人入込客数1～3月）、尾花沢市、戸沢村

改善
ペア数

脆弱度
（防災機能ﾗﾝｸ） 累積脆弱度

の変化量
改善度

評価

整備前 整備後 通常時 災害時

9

（3）

1.00
［Ｄ］

（0.92）
［Ｃ］

0.31
［Ｂ］

（0.58）
［Ｃ］

▲46.02

（▲1.97）

0.11

（0.01）

0.78

（0.67）
◎

注）上段の値は新庄IC～横手JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果

外国人旅行者が
訪れず低迷

・秋田県は冬期観光が低迷しており、近隣県と連携し、冬の魅力
をテーマとした観光誘客に取り組んでいるが、主要な経路である
国道１３号は、冬期の定時性が確保できず、旅行行程の遅延に
懸念。【図6】【図7】

・山形県、秋田県の連携強化による冬期周遊観光の支援のため、
道路ネットワークの構築が必要。

横手JCT

【速達性の向上】 新庄市～湯沢市
・通常期：現況62分→整備後(全線開通) 48分（14分短縮）

冬 期：現況69分→整備後(全線開通) 50分（19分短縮）

【広域迂回の解消】 新庄市～湯沢市
・現況（広域迂回時）：115km 120分

→ 整備後（真室川雄勝利用）：60km 48分（約6割減少）

図５ 新庄市～湯沢市間の移動時間分布

山形JCT

ま むろ がわ お がち

図９ 整備後の防災機能ランク
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平均６９分
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【通常期】
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図４ 国道13号当該区間における通行止め箇所
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【横断図（単位：m）】
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通行止め箇所 （H18.4～H28.3)
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一般国道13号（東北中央自動車道）真室川雄勝道路に係る新規事業採択時評価
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鳥取県立中央病院

山陰自動車道（北条道路）
ほうじょう

鳥取大学医学部附属病院

60分圏域
将来道路網による拡大エリア
第三次救急医療施設
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国道９号 山陰自動車道（北条道路）区間

青谷・羽合道路
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い
Ｉ
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大
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Ｉ
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東伯・中山道路

国道９号国道９号

死亡事故率：0.45件/億台㌔

死亡事故率：0.18件/億台㌔ 死亡事故率：0件/億台㌔

死亡事故率：0件/億台㌔死亡事故率：1.49件/億台㌔

凡例 ：死亡事故（H23～H26）

図４ 当該区間における事故発生状況と旅行速度

はわい～大栄東伯区間周辺の
死亡事故発生状況（H23～H26）
○死亡事故：4件/4年
○死亡者数：4人/4年

（出典）
死亡事故率：H23-26イタルダデータ
旅行速度：H27年度交通量調査結果

※旅行速度は平日7:00～19:00に
おける旅行速度の上下値を記載

•鳥取県中部地域は、第三次救急医療施設が存在
せず、鳥取県西部地域の鳥取大学医学部付属病院
まで、鳥取県中部地域の人口の約1.5割（16,800人）
が60分以内に到達できない状況。
•北条道路等の整備により第三次救急医療施設への
60分圏域が拡大し、鳥取県中部地域へのカバー率
が増加。【図８】

H24年度
迄に開
通

H25年度迄に開通

大山周辺

鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺

八頭

三徳山三佛寺
三朝温泉

白壁土蔵群・赤瓦

青山剛昌ふるさと館
コナン通り

米子・皆生温泉周辺

・道路交通を適正に機能分担することで安全で円滑な走行環境を確保。
・高速ネットワークの形成による観光周遊ルートの拡大及び企業進出の促進で地域の活性化に寄与。
・高次医療施設へのアクセス向上により、救急搬送など医療活動を支援

山陰自動車道(北条道路)

・起終点：鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬～琴浦町槻下
・延長等：13.5km（第１種第２級、暫定２車線、設計速度100km/ｈ）
・全体事業費：約３６４億円（暫定２車線）
・計画交通量：約23,500

～29,400台/日
（暫定２車線）

乗用車 小型貨物 普通貨物

約12,400台/日 約4,100台/日 約11,300台/日

鳥取県

岡山県

広島県

島根県

山口県

図１ 広域図

と う は く ゆ り は まちょう なが せ こ と う らちょうつきのした

ほうじょう

図２ 事業位置図

一般国道９号 （山陰自動車道） 北条道路に係る新規事業採択時評価

１．事業概要

３．整備効果

さん いん ほうじょう

②観光・企業活動に不可欠な高速道路ネットワーク

①通過交通と生活交通の輻輳

③医療サービス水準の地域間格差解消

•通過交通と生活交通が分離され、安全で円滑な走行環境が形成される。
効果１ 道路の適正な機能分担による安全性の向上 ［◎］

•観光周遊ルートが拡大し、鳥取県中部への観光客数の拡大が期待される。
効果２ 観光地の活性化・企業進出の促進に寄与 ［◎］

効果３ 救急医療アクセスの強化 ［◎］

図８ 第3次救急医療機関60分圏域図

Ｂ／Ｃ EIRR※1 総費用 総便益
3.1
(2.3)

14.7%
(9.5%)

646億円※2

(283億円※2)
1,975億円※2

(666億円※2)

※1:EIRR：経済的内部収益率
※2:基準年（H28年)における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率:4％）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は鳥取IC～米子JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果

•当該区間の前後は山陰道が整備されており、長距離移動の大
型トラック等通過交通と短距離移動の生活交通の分担がなされ

ている。

図３ 国道９号を通過する大型車

•当該区間では死亡事故が１件／年の頻度で発生。死亡事故率は1.49件/億台キロと全国平均
（0.58件/億台キロ）の約3倍、山陰道未事業化区間でワースト1位であり、道路の機能分担が必

要。【図４】

•一方、当該区間の現道である国道9号は通過交通と生活交通
が混在し、大型車混入率が23％と高く、（中国地整管内国道9号

で4位）走行速度のばらつきも大きくなっており、前後区間に比

べ死亡事故が多発している。【図３】

２．課題

•時間短縮、定時性確保などにより、新たな企業誘致の促進と雇用の確保が期待される。

旅行速度：24～40km/h
（速度差16km/h）

旅行速度：32～70km/h
（速度差38km/h）

旅行速度：30～44km/h
（速度差14km/h）

旅行速度：72～75km/h
（速度差3km/h）

旅行速度：66～71km/h
（速度差5km/h）

•鳥取県では、高速道路ネットワークの整備に伴い、観光客や新たな雇用が増加。鳥取県中部
には観光資源や、工業団地が存在するも、東部・西部と比較して伸び悩んでいる。【図５～７】

図５ 鳥取県の観光・企業活動の変化（H27/H18）

西倉吉工業団地

西部 推移

観光入込客数 ＋5％

新規雇用者数 ＋22百人

中部 推移

観光入込客数 -4％

新規雇用者数 ＋10百人
高速道路を利用した交流ルート

•鳥取県が策定する観光振興指針では、「鳥取砂丘」を牽引役とし、県内各地への観光客を
周遊させる広域観光の推進を目指しており、山陰道の整備が実現にむけ大きな支援となる。

東部 推移

観光入込客数 ＋32％

新規雇用者数 ＋28百人

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

H18 H20 H22 H24 H26

観
光
入
込
客
数
（百
万
人
）

東部 中部 西部

図６ 観光入込客の推移 図７ 新規雇用者の推移

+32%

+5%

-4%

H27/H18
増減率

東伯・中山道路
H23.2開通

中山・名和道路
名和・淀江道路
H25.12開通

姫路鳥取線
H25.3開通

（出典）鳥取県観光入込動態調査
※西部に境港周辺は含めない

中部は
低い推移

東伯・中山道路
H23.2開通

中山・名和道路
名和・淀江道路
H25.12開通

姫路鳥取線
H25.3開通

（出典）鳥取県商工労働部
立地戦略課

•倉吉市から鳥取大学医学部付属病院までの輸送時間が短縮
■倉吉市 ～ 鳥取大学医学部付属病院(米子市)

【現況】約58分 ⇒ 【整備後】約56分（約2分短縮）

•第３次救急医療施設への６０分圏域人口のカバー率が約85％から約96％に増加【図８】
■【現況】約92,300人（約85％） ⇒ 【整備後】約104,800人（約96％）
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一般国道９号 （山陰自動車道）北条道路に係る新規事業採択時評価

標準横断図 (単位：ｍ)

土工部 橋梁部

起点：はわいIC終点：大栄東伯IC
だいえいとうはく

大栄IC(仮称) 北条IC(仮称)
橋梁:約380m

橋梁:約420m

全体延長：13.5km
土工延長：12.5km(93%)
橋梁延長： 1.0km( 7%)

橋梁:約120m

(北条JCT(仮称))

山陰自動車道(北条道路)

岡山県

広島県

島根県

山口県

ほうじょう

さん いん ほうじょう

0 500m 1km 2km 3km

橋梁
120m

橋梁
380m

橋梁
420m

大谷橋
20m

大栄大橋
119m

天神川橋
291m

弓原橋
38m
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・高知県西部の高度救急医療などを行える高次医療施設は

幡多けんみん病院しかなく、約12,600人（高幡地域南部の人

口の約5割）が60分以内に到達できない状況。

・南海トラフ地震等災害時、津波浸水する国道56号に代

わり、浸水しない高さを確保した佐賀大方道路により円

滑な救援活動・物資輸送に寄与。

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H26H25H24H23H22H21H20

一般国道５６号（四国横断自動車道） 佐賀大方道路に係る新規事業採択時評価

２．課題

３．整備効果

１．事業概要

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は、いよ小松JCT～高知JCTを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の
費用便益分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（平成28年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

さ が おおがた

効果３ 安全・安心な医療アクセスの確保[◎]

・県は、「高知県産業振興計画」においてH37年まで

に県外観光客数470万人を目標としており、幡多

地域の四万十川や足摺宇和海国立公園などの地

域資源を活かした周遊観光の促進が大きな課題

（図５）。

①南海トラフ地震等に対する地域ネットワークの脆弱性

③高次医療施設へのアクセス

・津波浸水域を避けつつ役場や防災

拠点、集落と接続し、黒潮町が行う

避難道整備や庁舎高台移転などと

連携して防災を踏まえたまちづくり

に寄与（図８）。

・高幡地域南部から高次医療施設への搬送時間短

縮や安静搬送により、患者への負担を軽減（図７）。

効果２ 観光振興や地域産業支援に寄与[◎]

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.4
(1.02)

6.3%
(4.1%)

1,435億円※2

(425億円※2)
1,991億円※2

(432億円※2)

■道路ネットワークの防災機能評価結果

・南海トラフ地震発生時に住民の避難や緊急物資の輸送を支える「命の道」として機能するよう津波浸水域を避けつつ役場や防災拠点、集落を連絡

・都市部や空港からのアクセスを改善し、高知県西部における広域観光周遊ルートを活用した観光振興や地域産業を支援

・高次医療施設へのアクセス向上により、緊急搬送など医療活動を支援

こう ばん

・高知市周辺や高知龍馬空港から、幡多地域の観

光地や漁港等への移動時間短縮、定時性を確保。

・地域の防災拠点である黒潮町役場(平成29年度高台移転)

は、周辺浸水により孤立し周辺地域の救助活動、地域外

への支援の拠点としての機能が発揮出来ない（図３）。

図５ 佐賀～入野を中心とした広域観光周遊ルート

・南海トラフ地震は今後30年以内の発生確率が70%であり、

最大津波高さは日本最大の34mと予測。唯一の幹線道路

の国道56号（黒潮町佐賀～入野）のうち約75%が浸水。

②周遊観光・地域産業促進による高知県西部の活性化

・四国横断自動車道の延伸により、開通地域の観光

客数が増加する一方、高速道路から離れた高知県

西部に位置する幡多地域は減少傾向（図４）。

・起終点：高知県幡多郡黒潮町佐賀

～高知県幡多郡黒潮町入野

・延長等：１４．０ｋｍ

（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋm/h）

・全体事業費：約５８０億円

・計画交通量：約８，０００台／日

は た くろしおちょう さ が

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,300台/日 約1,500台/日 約1,200台/日

は た くろしおちょう いりの

は た

佐賀大方道路 Ｌ＝約１４ｋｍ
凡 例

計画ルート 鉄道

一般国道(直轄国道) 市街地・集落

県道 津波浸水予測区間(R56)

防災拠点施設 津波浸水予測域

標高100m以上エリア

佐賀IC(仮称)

上川口IC(仮称)

大方IC(仮称)

防災拠点
（黒潮町新庁舎移転地）

防災拠点
（県立青少年の家）

防災拠点
（大方くじら保育園）

津波高34ｍ

図３ 黒潮町役場周辺の津波浸水予測図

浸水予測域

黒潮町現役場

黒潮町新役場
国道56号の
約75％が浸水

高知空港

図６ 幡多地域産クロマグロの出荷量

H20年を1.0として算定

・幡多地域は「高知県産業振興計画」

において『日本一の種苗生産（クロマ

グロ）拠点の形成』として位置付けら

れ、出荷量も増加傾向であるが、高

速道路未整備による流通の速達性

が課題（図６）。
図４ 幡多地域の観光客数の推移
出典：県外観光客入込・動態調査報告書（高知県）

幡多地域

高速道路開通地域
（中土佐町、四万十町）

出典：国内のクロマグロ養殖実績について（水産庁）

幡多地域

片坂バイパス L=6.1km
（事業中）H30開通予定

図２ 事業位置図

窪川佐賀道路 L=5.0km
<窪川工区>（事業中）

窪川佐賀道路 L=6.2km
<佐賀工区>（事業中）

佐賀大方道路
L=14.0km

四万十町中央IC

四万十町東IC

四万十町西IC

（仮）拳ノ川IC

（仮）佐賀IC

（仮）上川口IC

（仮）大方IC

四万十IC
間IC平田IC

（仮）宿毛IC

中村宿毛道路L=20.7km

H31開通予定

くぼかわさが

かたさか

くぼかわさが

さがおおがた
56

321321

439
441

なかむらすくも

さ が おおがた

くろしおちょう

は た

あしずり う わ かいし まん と

は た

高速道路開通
中土佐～四万十
町中央（H24.12）

高速道路開通
中土佐～四万十
町中央（H24.12）

こう ち りょう ま は た

こう ばん

しまんとちょうひがし

しまんとちょうちゅうおう

しまんとちょうにし

こぶしのかわ

さが

かみかわぐち

おおがた

しまんと
はざま

ひらた

すくも

439

佐賀大方道路

香川県

高知県
愛媛県

徳島県

図１ 広域図

さがおおがた

くろしおちょう さ が い り の

は た

くろ しおちょう

足摺宇和海国立公園
あしずりうわかい

図８ まちづくりとの連携メニュー

凡例

開通済区間

事業中区間

調査中区間

対象区間

□ □ □ □□

防災拠点
（黒潮町新庁舎移転地）

庁舎高台移転

さがおおがた

避難道整備

■黒潮町佐賀～入野間を移動する経路における

津波浸水予測区間の延長

【現況】１３．５ｋｍ（国道56号経由）→【整備後】 ０ｋｍ（佐賀大方道路経由）

休憩施設整備（防災拠点）

佐賀大方道路

効果１ 防災機能の強化・災害に強いまちづくりを支援[◎]

38番札所金剛福寺
こんごうふくじ

しまんと

四万十IC

●

●

松山空港

・当該道路の整備により、高次医療施設への60分圏域が拡大

し、高幡地域南部へのカバー率が増加（図７）。
こう ばん

しまんとちょうちゅうおう

四万十町中央IC

さ が

おおがた

かみかわぐち

しゅびょう

浸水エリアを通過せず庁舎と連絡

こうち りょうま

■高知龍馬空港から四万十市への所要時間

【現況】 120分 → 【整備後】 110分 （１０分短縮）

し まん と

■四万十町中央ICから幡多けんみん病院までの搬送時間が短縮

【現況】 ６１分 → 【整備後】 ５１分 （１０分短縮）

■高幡地域南部の高次医療施設への60分圏域人口のカバー率が

増加

【現況】約13,800人（52%）→【整備後】約17,500人（66%）

■国道56号（黒潮町佐賀～入野）のR<150mのカーブ区間減少

【現況】３１箇所（国道56号） → 【整備後】０箇所（佐賀大方道路）

は たし まん と ちょうちゅうおう

こ う ば ん

くろしおちょう さ が いりの

さ が おおがた

図７ 高次医療施設（幡多けんみん病院)60分圏域

佐賀IC(仮称)
さ が

平田IC

しまんと

ひらた

◎
◎

◎

◎

高幡地域

幡多地域

◎

四万十町中央IC

大方IC(仮称)
おおがた

四万十IC

しまんとちょうちゅうおう

◎

幡多けんみん病院からの60分圏域
高次医療施設60分圏域の拡大範囲
高幡地域の市役所・町役場

くろしおちょう さ が いりの

黒潮町佐賀
くろしおちょうさが

黒潮町入野
くろしおちょういりの
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入
野
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町
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賀
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し
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う
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賀
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う
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が

（図１，２）

佐田沈下橋
（四万十川）

さだ

足摺海洋館（H32夏完成予定）
あしずりかいようかん

※検討中の外観イメージ 足摺岬
(足摺宇和海国立公園)

あしずりみさき

幡多けんみん病院

高次医療施設６０分圏域の拡大

改善
ペア数

脆弱度
(防災機能ランク)

累積脆弱度
の変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

74

(13)

0.75
［C］
1.00
［D］

0.22
[B]
0.85
[C]

▲1320.79

(▲193.05)

0.21

(0.09)

0.58

(0.15)
◎

■道路ネットワークの防災機能評価結果

注）上段の値は、いよ小松JCT～高知JCTを対象とした場合、
下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の防災機能評価結果
※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点とし評価

佐賀大方道路

愛媛県庁

宿毛市

道の駅あぐり窪川

宿毛湾港

道の駅みま

大洲市

須崎港

高知県庁

松山港

松山空港

高知空港

高知港

宇和島港

いよ小松JCT～高知JCT

図９ 整備後の防災機能ランク
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（単位：ｍ）

（一般部）

（橋梁部）

（トンネル部）

四万十IC

なかむら すくも

中村宿毛

道路

窪川佐賀
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し
お
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ょ
う
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ま
ん
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う

や
ま

四
万
十
市
右
山

12,660台/日

13,230台/日

5,491台/日

（主）中村宿毛線
なかむら すく も

9,943台/日

1,176台/日

425台/日

1,029台/日

5,668台/日

し まん と （仮）佐賀IC

（仮）大方IC
おお がた

（仮）上川口IC
かみかわぐち

さ が

佐賀大方道路

香川県

高知県
愛媛県

徳島県

至高知市至宿毛市
すく も こう ち

全体延長：14.0km
土工延長：8.5km（61%）
橋梁延長：1.4km（10%）
トンネル延長：4.0km（29%）

し まん と

四万十市 くろしお

黒潮町

四万十市役所
し まん と

黒潮町佐賀支所
くろしお さ が

黒潮町本庁
くろしおちょう黒潮町本庁

新庁舎移転予定地

くろしおちょう

(仮)佐賀ＩＣ(仮)上川口ＩＣ(仮)大方ＩＣ

（
終
）
高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
入
野

こ
う
ち

は

た

く
ろ
し
お
ち
ょ
う
い
り
の

０ ２ ４ ６ ８km

一般国道５６号（四国横断自動車道） 佐賀大方道路に係る新規事業採択時評価
さ が おおがた

佐賀大方道路 延長１４．０ｋｍ
さ が おおがた

さがおおがた

○○施設

交通量台/日
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